
広報　オリーブ
　みなさん、こんにちわ。
　今月は、大家さんがちょこちょこやってきてくれました。
　大家さんの悩みは、税金、空室などが多いのですが、リフォームに
ついての悩みをお聞きしました。
　退去者が出ると大家さんはリフォームをします。基本的には床・壁
・天井。つまり、壁紙やＣＦ等を張り替えて、新しい入居者さんを迎
えるわけです。ここのお金をケチると（例えば、原状渡しなど）入居
者が入りにくくなります。また、入居者が短期間で退去したり、保証
金などを少なく入ったりすると、リフォーム代を回収しづらくなります。
　「キレイにはしたい」でも「お金はかけたくない」
　このジレンマに大家さんは悩まされているのです。
　そこで、今回イチオシの映画についてのお話です。

　今月も仕事の合間に映画を観まくっています（笑）
大作が少ないいわゆる“隙間興行”と言われている時期なんですが、
すばらしい収穫がありました。
『イクスペンダブルズ』です。宣伝をたくさんしているので、結構知って
いる人も多いと思いますが、８０年代のアクションスターがたくさん出
てくる懐かしくも新しい作品です。
 ストーリーもかなり大雑把なんですが、それが何とも心地よい作品
なんです。
　簡単に言えば、軍事政権下にある孤島で、人民を解放するため
に筋肉バカが集まって、大暴れする話です。
　「打って、蹴って、殴って、爆発する」アクション映画の王道とも言
える作品。ぜひ観てくださいね。
　そこで、大家さんの悩みに戻るわけです。

　映画も同じで、超大作には、それなりのお金が掛かり
ます。ただ、お客様に興味がないのに、そこにお金をか
けてもあまり意味がない。この映画は、アクション映画な
ので、脚本のうまさよりも、勧善懲悪のヒーロー像が大
切なのです。
　リフォームも同じ。今の入居者とこれからの入居者さ
んを考えたりフォームが望まれます。高齢者向けの文化
住宅には手摺りや段差解消などバリアフリーが好まれま
すし、女性向けのマンションには、カメラ付ドアフォンや防
犯カメラの設置（ステッカーだけでも）がいいでしょう。
　こうやって、何に重点を置くかをしっかりと見極めれば、
何が必要かがわかってくると思います。
　入居する側から観れば、この大家さんはどんな人に
入ってもらいたいのか？今はどんな人が入っているの
か？わかるのではないでしょうか？今一度、自分の住
いを再確認してみては？！
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